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要旨  
本論文は銅版画家、坂東壮一（1937－）の作品の中で
重要である「版画集」に焦点を当て、その表現について
考察を行ったものである。  
筆者は本研究を、刊行先の聞き取り調査と版画集の
実見調査を中心に進めていく。聞き取り調査はシロタ
画廊、茜画廊、書肆啓祐堂に対して行った。版画集の実
見調査では、各刊行先と美術館にて 8 冊の版画集を作
品のイメージ・テーマ、技法、体裁・仕様の 3 点に注
目して行った。  
聞き取り調査では特に、古書店である書肆啓祐堂で
は、坂東から制作を持ち掛けられていたことなどが明
らかになり、「本」として発表するということに重きが
置かれていたのではないか、と考察をした。実見調査
では、坂東の版画集は本の頁をめくるような鑑賞方法
を強く意識した作品構成になっており、頁の最後に死
を象徴するチーフを持ってくるなど時間的な要素を含
んでいたことがわかった。更に、文字印刷や函との兼
ね合いなど版画集全体に対しての細やかな拘りが完成
度を高めていた。  
以上の調査からの考察の結果、版画集は頁をめくる
という鑑賞方法により連続して複数のイメージが移り
変わっていくが、その移り変わり方を同様のモチーフ
やイメージを用いて展開させていることで、坂東の持
つテーマに深みを出している。物語を思わせるような
作品構成で、版画集の特性と合致させる手法をとって
いる。更に、版画作品だけでなく函への拘りや理想を
持っている、ということが表現の特徴としてあげられ、
それらが折り重なり、坂東の版画集は壮大な世界観を
見せているのである。 
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Summary  
This paper focused on the “printmaking collection”, 
which is important among copperplate painter, Soichi 
Bando(1937-)’s work, and made a study on the 
expression.  
The author intends to promote this research focusing 
on interview surveys of published publications and 
surveys of prints collections. In the interview survey, we 
asked questions about Shirota gallery, Akane gallery, 
Keiyudo. In the survey of printmaking collections, we 
wrote eight prints collections at each publication place 
and art museum focusing on the image, theme, 
technique, style and specification of the work. 
In the interview survey, in particular, it was revealed 
that writing was brought from Bando at Keiyudo which 
is an old book store, and the emphasis was placed on 
announcing as "book" I gave a consideration. In the 
actual survey, Bando's printmaking collection is a work 
composition strongly conscious of the viewing method 
which turns over the page of the book, including a time 
element such as bringing a chief symbolizing death at 
the end of the page I understood it. In addition, detailed 
attention to the entire print collection such as character 
printing and balance with a box improved the perfection 
degree.  
As a result of consideration from the survey described 
above, multiple images are continuously changed by 
the appreciation method of turning over pages as a print 
collection, but by using the same motif and image to 
develop that way of changing, I am deepening the 
theme of Bando. It is a work composition that makes me 
think of a story, and it adopts a method to make it match 
with the characteristics of a printmaking collection. 
Furthermore, not only printing works but also having 
insurrection and ideals to the box are mentioned as 
features of expressions, they fold up, and Bando's 
prints collection shows a grand view of the world. 
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1.はじめに 
1－1 研究の背景、目的 
坂東壮一（1937－）は耽美で独特な世界観を持ち、線
描の表現が優れた銅版画家である。1970 年頃日本で起
きた版画ブーム時から制作を行い、現代版画に大きな
功績を残している。 
坂東は「版画集」という形で作品を多く発表してい
る。版画集とは“オリジナル版画”が複数枚綴じられて
いる、もしくはまとめられて本の形態をとっているも
ののことをいう。坂東は通常の単体作品に加え、積極
的に版画集の制作を行い、国内での版画集の隆盛を形
成した人物の一人であるといえる。坂東の全作品のな
かで「版画集」という表現形態は、現代の版画集に対す
る見解に大きく影響を与えている。その質の高さから
版画集作品の価値を引き上げており、鑑賞者に本や言
葉と版画の関係を考えさせる役割を秘めていると思わ
れる。坂東壮一版画集という作品群の重要性に着目し
その表現を考察することで、坂東版画集の効果や魅力
を明らかにし版画集という形態の作品の可能性を伝達
していけるとともに、その表現の価値を新たな知見と
して見出し坂東壮一研究の一端を担うことが期待され
ると考える。 
現在、坂東壮一の版画集に関する文献は以下の通り
である。 
『季刊銀花№68 冬の号』1986、文化出版局 
書影鮮やか＝三人の版画家の本づくり 
上記の文献では、坂東が手掛けた本について紹介さ
れている。装幀や作品の様子の写真とともに、坂東の
本に対する思いなどが掲載されていた。 
『版画藝術 94』1996、阿部出版 
坂東壮一新作銅版画集『庭園の闇』 
上記の文献は、版画集『庭園の闇』（1996、ギャルリ
ーヴィヴァン）が刊行された際のもので、作品の図版
と、インタビューが掲載されている。作品に現れるモ
チーフの移り変わりや、技法の変化について語られて
いた。 
柿沼裕朋注１『版と画の間:駒井哲郎・加藤清美・坂東   
壮一・日和崎尊夫・柄澤齊・菊池伶司』2014、平凡社 
上記の文献では、「版と言葉」の観点から作品につい
ての考察、使用する技法の移り変わり、人物について
書かれている。版画集に関しても少ないながら記述さ
れていた。 
これら以外に坂東壮一の版画集について記されてい
るものはほとんどない。2014 年に蔵書票集注２のカタロ
グレゾネが刊行されているが、全作品集などは刊行さ
れておらず全ての作品については把握が出来ていない
状況である。そのため、文献調査よりも作品の実見調
査、作家や関係者へのインタビュー、データベースの
作成等を行う必要がある。本稿では坂東の版画集が刊
行された画廊の聞き取り調査と、版画集の実見調査か
ら考察を行う。以上のような研究を行うことにより、
坂東壮一の版画集に用いられた表現から坂東版画集独
自の効果や魅力を見出すことを目的とする。 
 
1－2 研究の方法 
坂東壮一について資料収集を行い、初期から現在ま
での作品の変遷をまとめる。坂東が制作した版画集を
調べ、データ整理を行う。整理した内容を基に、版画集
を刊行している画廊に対して聞き取り調査と、画廊や
美術館に所蔵されている版画集の実見調査を行う。そ
れらの調査内容をもとに、坂東壮一の版画集における
表現について考察を行う。 
 
1－3 本稿の構成 
本稿の構成は次の通りである。 
2 では坂東壮一の経歴と作品について紹介する。ま
た、坂東の本造りの捉え方について資料を用いて解説
する。 
3 では坂東が制作した版画集について調査した内容
をデータにまとめ、実見調査済みのものについて示す。 
4 では各刊行画廊への聞き取り調査の内容を記述し、
その結果を比較し考察を行う。 
5 では坂東の版画集を実見調査した内容を、作品の
「イメージ・テーマ」「技法」「体裁・仕様」の 3つの視
点から述べる。 
6 では調査のまとめと、調査の内容をもとに坂東の版
画集における表現についての考察を行う。 
7 では、本稿を足掛かりにしながら今後の研究課題
と、今後の調査対象について述べる。 
 
2．坂東壮一について 
2－１ 坂東壮一の経歴と作品 
坂東壮一（1937－）は香川県出身の銅版画家である。
エッチングによる緻密な描写を特徴とし、人物と貝殻、 
または人物と植物を組み合わせたモチーフの作品（図
1）や、人形や仮面をモチーフの作品を制作する（図 2）。 
1963 年に日本版画協会賞、1965 年に春陽会賞、1966
年には日本版画協会・山本鼎賞を受賞し、個展も多数
行っている。好きな版画家については、ハンス・ライン
ベルガー注３（Hans Rheinberger、生年不明）、アルブレヒ
ト・デューラ （ーAlbrecht Dürer,1471-1528）、シャルル・
メリヨン注４（Charles Meryon,1821-1868）、ルドルフ・
ブレスダン注５（Rodolphe Bresdin,1822-1885）を挙げて
いる注６。 
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図 1 坂東壮一《漂う夢の時間》1976 年、36.1×19.5 ㎝ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 坂東壮一《夜の仮面》1978 年、36.0×21.0 ㎝ 
坂東は、デューラーの版画に出会ったのをきっかけ
に、独学で銅版画を制作するようになる。特に《騎士と
死と悪魔》（図 3）には強い影響を受けたという。当時
は銅版画を知らず、ペンによって描かれたものだと思
い込んだためペン画に夢中になったが、20 歳の頃に銅
版画を試みる注７。小野忠重注８（1909-1990）の技法書を
頼りに当時はグランドもインクも全て手作りだったと
いう注９。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 アルブレヒト・デューラ 《ー騎士と死と悪魔》1513 年、 
24.0×19.0cm 
 
2－2 文献調査から見る坂東壮一の本造りの捉え方 
坂東壮一は作品制作と等量の情熱を造本に傾けてい
る。1971 年から 1986 年頃まで、丁度自身が版画集を刊
行していた時期と同じ頃に、文学作家の小説や詩の装
丁や、本に挿入するオリジナル版画を担当していた。
現在まで版画集を 11 冊、詩画集注10を 11 冊、装丁を手
掛けた詩集や小説を 3 冊刊行している。さらに、蔵書
票を制作し蔵書票集を 9冊刊行している。 
坂東は、詩画集や版画集などの本造りについて、次
のように語っている。 
「版画は一つの使命として出版の任を負っているんだ
と思います１）。」 
「本はこうあるものだという思想がヨーロッパにはあ
りますよね。日本は流れるままに使い捨てていくでし
ょ。自分は後に残るものをつくっていきたい２）」 
坂東自身根っからの本好きであり、一冊一冊いとお
しみながらつくっている様子であるという。本は、採
算や技術上の関係で妥協しなければならない場合が多
くある。それでも坂東のいう版画の使命を果たすため、
理想を高く掲げて取り組んでいるようだ注11。坂東はヨ
ーロッパの造本の思想、技術について関心があり、自
身の本造りに生かしていることが伺える。作品がより
よく見えるようなデザインや、中身を守れるように装
丁に丈夫な革を選ぶなどの素材の選択は、作品を取り
巻く要素をとても大事にしているように思われる。 
 
3.坂東壮一が制作した版画集一覧 
 本稿にて版画集とは、“オリジナル版画”が複数枚綴
じられている、もしくはまとめられて本の形態をとっ
ているものをさす。作品を挿画として機械印刷された
ものは除く。 
 坂東壮一が制作した版画集を調査し、発行年、書籍
名、作品数、部数、刊行先を以下の表にまとめた。現在
まで 11 冊刊行されている。この中から、刊行画廊と町
田市立国際版画美術館（東京、町田）の協力により版画
集 8冊の実見調査をすることが出来た。 
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表 1 坂東壮一が制作した版画集一覧（筆者作成） 
発行年 書籍名        作品数 部数 刊行先 実見
済 
1970 年 アレゴリエ 10 30 私家版  
1975 年 貝夢苑 10 35 シロタ画廊 〇 
1977 年 薔薇の秘法  11 100 シロタ画廊 〇 
1980 年 夢の罠 11 50 シロタ画廊  
1996 年 庭園の闇     6 45 ギャルリー
ヴィヴァン
〇 
1999 年 植物譚 10 35 シロタ画廊 〇 
2001 年 仮面の肖像 7 30 茜画廊 〇 
2005 年 MARIONETTE 10 30 書肆啓祐堂 〇 
2006 年 LES ÉTOILES 5 5 緑の館（私
家版） 
 
2007 年 道化師 10 18 書肆啓祐堂 〇 
2009 年 仮面の譜 10 20 書肆啓祐堂 〇 
 
4．各刊行画廊への聞き取り調査 
4－1 各画廊について 
 坂東壮一が制作した版画集についてまとめたデータ
を見ると、2冊は私家版で、残りの 9冊について刊行先
である画廊へ調査を行う必要が出てきた。坂東壮一の
版画集が刊行された画廊は全部で 4 つである。シロタ
画廊（東京、銀座）、ギャルリーヴィヴァン（東京、銀
座）、茜画廊（静岡、三島）、書肆啓祐堂（東京、高輪）
である。この中からシロタ画廊、茜画廊、書肆啓祐堂へ
聞き取り調査を行った。 
 
4－2 聞き取り調査の結果 
4－2－1 シロタ画廊 
シロタ画廊は、1966 年に設立し、現在東京都銀座 7
丁目を所在地としている。当初より版画を中心に国内、
海外の近代・現代美術を取り扱っており、新人育成に
も力を注いでいる。当初よりオリジナル版画集を数多
くプロデュースしている。 
 
【坂東壮一について】 
（１）坂東の作品を取り扱い始めた時期 
1974 年の個展から（版画集刊行は 75 年から）。 
（２）画廊から見る坂東の作品の魅力 
繊細な線、耽美な世界観が魅力である。当時西洋的
な作品は少なかったため珍しかった。 
 
【画廊が刊行した坂東壮一の版画集について】 
『貝夢苑』（1975） 『薔薇の秘法』（1977）  
『夢の罠』（1980） 『植物譚』（1999） 
（１）制作することになった経緯 
オーナーであった白田貞夫（1933-2017）が文学青年    
で、自身で本を作りたいと思っていた。1963 年、1965
年の作品を見て白田氏が声をかけ、74 年から作品を
取り扱うようになり、69 年から継続して刊行してい
た版画集を坂東氏にも制作を持ち掛けた。 
（２）完成までの期間 
どれもじっくり時間をかけて何年がかりで作る。1年
に 2 点か 3 点くらいのペースなので大体 5 年程かか
っていった。 
（３）刊行する画廊の思い 
出来るだけ多くの人に上質なものを提供したいとい
う思いは画廊も作家も同じであり、いいものを作れ
ばわかってくれる人はいる。作家の思いが詰まって
いるのでそれを伝えたい。また、手に取る喜びを伝
えたい。 
 
【版画集という発表形態について】 
（１）版画集が作られる過程 
 基本的に画廊から作家へ持ち掛ける。 
（２）版画集の魅力とは 
銅版画の世界と版画集はマッチしていると思う。 
（３）鑑賞者に与える効果 
例えば贅沢な時間を過ごして明日の活力にするよう
な存在であった。当時は展示会場で見るだけではな
く手元に置きたいという人が多くいた。鑑賞者はも
ともと文学好きな人が多かったが、今ではそのよう
な人自体少なくなっているのを感じる。それと共に
版画集の良さがわかる人も少なくなってきているの
が現状ではないかと考える。 
（４）版画集をどのように捉えているか、作品として
の立ち位置 
贅沢本、貴族的なものである。絵だけ、または詩が加
えられたものもあり、詩は自作やインスピレーショ
ンを受けたものを載せ、文学作家とコラボレーショ
ンをすることもある。それに共感した人が手に取り、
後世に残っていくものである。一般的な本とどう違
うのかを見せるのが作家の腕の見せ所である。魅力
的なためいつか作りたいという人は多く、刊行自体
は少なくなってきているが、決してなくなるもので
はないと考える。 
（５）歴史との関係性  
歴史との関係性は大いにある。ヨーロッパでは、愛
好家は限られた人への贅沢本に夢中になった。現代
に至るまでファンに支えられており、文学と版画は
密接に関わっているといえる。 
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4－2－2 茜画廊 
 茜画廊は 1989 年に設立し、静岡県三島市を所在地と
している。主に版画を取り扱っており、江戸幕末錦絵
や明治・大正の浮世絵木版画、創作版画から現代版画
までの木版・銅版・石版作品、ヨーロッパの古典版画か
ら現代版画などである。その他日本画・水彩画・水墨画
も取り扱う。また、版画や美術品の研究を行っている。 
 
【坂東壮一について】 
（１）坂東の作品を取り扱い始めた時期 
1989 年頃（画廊設立時）。 
（２）画廊から見る坂東の作品の魅力／坂東氏の作品  
を蒐集している理由 
作品が好きであること。茜画廊は商売というよりも
半分コレクターの感覚でやっており、売れるものよ
りも作品としてふさわしいもの、素晴らしいものを
扱いたいと思っている。日本の版画は外国からかな
り認められているが、坂東も現代版画家で認められ
る一人だと思う。 
 
【画廊が刊行した坂東壮一の版画集について】 
『仮面の肖像』（2001） 
（１）制作することになった経緯 
制作を持ち掛けた時点で 10 年以上の付き合いがあ
った。ミニチュアの手彩色銅版画を以前から制作し
ており、3～4回ほど企画展を行った。そこで画廊の
ほうから版画集の企画を持ち掛けて、2000 年の春に
制作が決まる。 
（２）完成までの期間 
最初の打ち合わせから 7カ月。 
（３）刊行する画廊の思い 
これまで展示してきたような素晴らしいミニチュア
手彩色銅版画をまとめて版画集で出したいという思
いがあり、大変感慨深い。 
（４）物語はあるのか 
具体的なものはないと思われる。 
（５）手彩色銅版画による版画集は『仮面の肖像』が初 
めてであるが、それまでの版画集との扱いの違いは 
あるか 
刷りあがったものを 1 枚 1 枚手彩色しているので、
付加価値が多少高い。手彩色でないものより値段が
高く、エディションが少ないことが多い。30 部でも
多いほうである。 
（６）手彩色銅版画集になった理由 
これまでの経緯による。手彩色銅版画を多く展示し
てきたため、それをまとめようということになった。 
（７）手彩色であることの魅力 
透明水彩絵具で彩色することで、色版とはまた違う
良さが生まれていると思う。 
 
【版画集という発表形態について】 
（１）版画集が作られる過程 
 ※『仮面の肖像』(2001)を制作する際のスケジュール 
2000 年 8 月 20 日：初めての詳細な打ち合わせ。版画
集内の作品数やエディションを決める。 
2001 年 1 月 22 日：2 回目に打ち合わせ。2 月 10 日
に完成予定と坂東から報告。展示の日程を決定。 
2001 年 2 月 5 日：3 回目の打ち合わせ。大久保製函
所注 12 に坂東とともに赴き、そちらとも打ち合わせ。 
2001 年 3 月 25 日～4月 15 日：茜画廊にて刊行記念  
の展覧会。 
（２）版画集の魅力とは 
単品でも素晴らしくはあるが、まとまった状態で作  
品を見られることが魅力だと考える。以前はお客さ      
んに要望されて版画集の中の作品を単品で売ってい  
たこともあったが、やはり版画集としてまとまって  
いることに意味があり、単品ではよくないと思いや  
めた。 
 
4－2－3 書肆啓祐堂 
 書肆啓祐堂は 1998 年に設立した。限定本や初版本を
扱う古書店で、東京都高輪に構えていたが 2014 年に閉
店している。併設の画廊「啓祐堂ギャラリー」では、写
真・絵画・彫刻などのアーティストへのレンタルの他、
毎年啓祐堂企画で写真公募展も行っていた。 
 
【坂東壮一について】 
（１）坂東の作品を取り扱い始めた時期 
2004 年頃から。 
（２）画廊から見る坂東の作品の魅力 
 作品の緻密さとメルヘン的な作風。 
 
【画廊が刊行した坂東壮一の版画集について】 
『MARIONETTE』（2005） 『道化師』（2007） 
『仮面の譜』（2009） 
（１）制作することになった経緯 
 中井英夫注13（1922-1993）の展示をやった際に坂東が  
来廊。その日のうちに坂東の方から版画集制作を持
ち掛けられた。その後続けて 2冊制作する。 
（２）完成までの期間 
『MARIONETTE』（2005）は 2003 年～2005 年、『道化師』   
（2007）は 2005 年～2007 年、『仮面の譜』（2009）は    
2007 年～2009 年で、どれも 2年程である。 
（３）刊行する画廊の思い 
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小さな画廊で著名な坂東壮一の作品集を発刊できる
ことに、誇りを覚えた。また、奥付を含め文字はすべ
て活版印刷とした。3作品集すべて同じである。 
（４）物語はあるのか 
物語性についてはあまりディスカッションしていな  
い。 
 
【版画集という発表形態について】 
（１）版画集が作られる過程 
啓祐堂が完璧な布函と帙の制作依頼を担当、版画
集の絵柄、その他内容は坂東氏がすべて計画・銅版
画制作した。 
（２）版画集の魅力とは 
  比較的安価に多数の作品に出会えること。 
（３）鑑賞者に与える効果 
 『道化師』（2007）、『仮面の譜』（2009）はオール手  
彩色の作品であり鑑賞者に新鮮味を与えた。 
 
4－3 聞き取り調査のまとめ 
 各画廊へ聞き取り調査した主な内容を以下の表にま
とめた。 
表 2 坂東壮一版画集刊行画廊の版画集関連情報(筆者作成) 
 シロタ画廊 茜画廊 書肆啓祐堂
画廊設立年 1966 年 1989 年 1998 年 
版画集刊行開始
年 
1969 年 2001 年 2005 年 
坂東壮一版画集
刊行開始年 
1975 年 2001 年 2005 年 
坂東壮一版画集
刊行最終年 
1999 年 2001 年 2009 年 
坂東壮一作品取
り扱い時期 
1974 年頃 1989 年頃 2004 年頃 
坂東壮一版画集
刊行数 
4 1 3 
版画集刊行総数 48 1 3 
制作持ち掛け 画廊から 画廊から 坂東から 
数多く版画集を刊行しているシロタ画廊が 4 冊と最
も多く、刊行時期は丁度版画ブームが起き版画集刊行
が盛んだった時期と重なる。その後版画集刊行の全体
数が少なくなった 2001 年～2009 年に茜画廊、書肆啓
祐堂から刊行されている。シロタ画廊、茜画廊につい
ては制作持ち掛けが画廊からだが、書肆啓祐堂につい
ては坂東からであり、かなりの熱意をもって持ち掛け
ているようであった。“書肆啓祐堂で版画集を作る”と
いうこと、つまり「本」として発表するということに重
きが置かれていたのではないか。 
版画集の作品を単品で販売されている現状について、
どの画廊も「全て揃ってひとつの作品なため弊廊では
単品で販売することはしない」とのことだった。単品
で販売しバラバラになってしまうことは作家の意思に
も反するだろう。取材した 3 画廊はどれもクラシック
な作品を扱い、真摯に作家と作品に向き合っているよ
うな印象を受けた。それが質のよい版画集制作に繋が
っているのだと思われる。 
 
5．坂東壮一版画集実見調査の結果 
 各画廊と町田市立国際版画美術館にて、8冊の版画集
を次の点に注目して実見調査を行った。 
①作品のイメージ、テーマ ②技法 ③体裁、仕様 
これらについてそれぞれ変遷や共通点を見ていく。         
 坂東壮一の作品の特徴として次のことが挙げられる。 
題材について 
（１）人物の描写が人形のようである。 
（２）仮面や人形を思わせる身体の断片が入っている
ことがある。 
技法について 
（１）線の一本一本が微細である。 
（２）技法を駆使した闇の表現をしている。 
以上が坂東作品に一貫して見られる特徴だが、年代
によって微妙な変化がある。それに注目しつつ実見調
査を行った。 
 
5－1 作品のイメージ、テーマ 
5－1－1 イメージの移り変わり 
70 年代中頃までは、白と黒のはっきりした画面でエ
ッチングによる線描表現が目立つ。アクアチントを用
いた闇の表現で、海に関係したイメージが多い（図 4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 坂東壮一『貝夢苑』1975 
70 年代後半からは白と黒の微妙な階調が画面の主体
で、アクアチントとエッチングを用いた闇の表現をし
ている。徐々に植物のイメージの兆しが見える。 
80 年代後半からは、アクアチントによる明暗表現を一
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切用いず、エッチングの線によってのみ画面を構成し
ている。エッチングを用いた闇の表現、植物のイメー
ジが主体になる（図 5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 坂東壮一『植物譚』1999  
2000 年代になると、手彩色を施した作品を多く制作
するようになる。仮面そのものが主題になる（図 6）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 (右)坂東壮一『道化師』2007 
坂東の作品には度々仮面や人形が登場する。版画集
にもそれが初期からみられ、2001 年刊行の『仮面の肖
像』からは版画集タイトルにもあるように主題として
扱っている。制作している版画集の主要なイメージと
しては大きく海⇒植物⇒仮面と移り変わっているが、
これらのイメージは限られた年代に留まらず登場して
いることが単体の作品を見てもわかり、坂東にとって
はどれも重要な題材であると考えられる。更に、これ
らのモチーフを描く土台に「夢」「闇」「生命の神秘」に
対する関心があることが本人の言葉から伺える注14。 
 
5－1－2 個別タイトルと作品の順番 
版画集タイトルの他に作品 1 枚 1 枚にタイトルがつ
けられているのが『貝夢苑』（1975）に確認出来た。表
紙に各タイトルがまとめられており、本の目次のよう
になっている(図 7)。それ以外の版画集は《版画集タイ
トル》-1,-2…と番号が振られているのみだが、それぞ
れ頁番号が紙にエンボスでつけられ番号がわかるよう
になっている（図 8）。これによって版画集の一部の作
品であるということが強く押し出され、また作品を作
家が定めた順番に 1 枚ずつ見ていくことの重要性が増
しているといえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 坂東壮一『貝夢苑』1975 表紙 
 
 
 
 
 
図 8 坂東壮一『薔薇の秘法』1977 頁番号のエンボス 
 
5－1－3 一貫している要素 
版画集の最後になる頁に骸骨モチーフを主題と組み
合わせて配置している（図 9－12）。実見調査した版画
集にはすべて確認出来た。生命の終焉や死のイメージ、
時間の流れが感じられる。 
 
 
 
 
 
 
 
図 9 (左)坂東壮一『貝夢苑』1975 最終頁 
図 10 (右)坂東壮一『庭園の闇』1996 最終頁 
 
 
 
 
 
 
 
図 11 (左)坂東壮一『植物譚』1999 最終頁 
図 12 (右)坂東壮一『仮面の肖像』2001 最終頁 
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5－2 技法 
坂東壮一はすべての作品にエッチングを使用してい 
るが、70 年代のものは全体的に力強い線が現れており、
『庭園の闇』（1996）以降は比較的細くて繊細な線が現
れている。また、初期は闇の表現にアクアチントが施
してあり（図 13）、『庭園の闇』以降は均整のとれたハ
ッチングによるものである（図 14）。これは 80 年代後
半からの作品の特徴である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 13 坂東壮一『貝夢苑』（1975） 
一部とアクアチントによる闇の表現のイメージ図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 14 坂東壮一『MARIONETTE』（2005） 
一部と均整のとれたハッチングによる闇の表現のイメージ図 
以前は完全に分断されていたエッチングとアクアチ
ントが、70 年代後半からは混じりあい、その後エッチ
ングのみになるという、闇の表現に大きな変化が現れ
ていることがわかる。アクアチントを使わなくなった
ことを坂東本人は銅版画の原点に立ち戻りたいとの気
持ちがあったと語っている注15。このことからエッチン
グによる線描のこだわりは更に増しているように思わ
れる。この変化によって、マットな黒からごつごつと
したマチエールによる黒が得られている。更に、闇の
表現がエッチング主体になってから、人物などの陰影
が点描からハッチングに変わっている。このハッチン
グは闇の表現と同様非常に均整のとれたものになって
おり、作品にやや硬質さを与えている。 
『仮面の肖像』（2001）『道化師』（2007）『仮面の譜』
（2009）については透明水彩絵の具で手彩色が施され
ている。坂東は手色彩銅版画を初期から制作しており
注16、坂東にとって手彩色銅版画はよりクオリティが高
いという認識であるという注17。 
 
5－3 体裁、仕様 
5－3－1 紙の仕様 
すべての版画集において作品は綴じられておらず、
手に取ってじっくり鑑賞することが出来る。また、『植
物譚』（1999）以降は紙が二つ折りになっており、鑑賞
する際に開くという行為が付随する（図 15）。これは本
を意識したもののように思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 15 坂東壮一『仮面の譜』2009 
 
 
 
 
 
 
 
図 16 坂東壮一のエンボッシング 
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二つに折った際の作品に相対するようにモノグラム
のエンボッシングが施されているのが確認できた（図
16）。ヨーロッパ初期の銅版画家が銅版に刻み込んでい
たり、画家のサインとして使用されていたりするモノ
グラムだが、エンボッシングしていることもあり封蝋
のようにも見え、西洋的な坂東氏の作風とよくマッチ
している。 
 
5－3－2 函の体裁 
函制作は基本的に画廊が手配し、制作する版画集の
テーマや作品サイズを考慮し作家と入念に相談しなが
ら進める。夫婦函（図 17）に収まっているものと本の
表紙（図 18）に包まれているものと分類することが出
来た。 
 
 
 
 
 
 
 
図 17 坂東壮一『仮面の譜』2009 夫婦箱 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 18 坂東壮一『MARIONETTE』2005 表紙 
函に対して紙のサイズや高さが正確に揃っており、
著しく神経を使っていることがわかる（図 20）。 
 
 
 
 
 
 
 
図 19 坂東壮一『仮面の譜』2009  
函に対して正確に揃っている紙 
5－4 実見調査のまとめ 
 坂東壮一のオリジナル版画集は、根幹である銅版画
だけでなく、文字印刷や函との兼ね合いなど本全体に
対しての細やかなこだわりが完成度を高めている。 
版画集に収める作品群はテーマに関連性を持たせた
ものであり、作品サイズや技法も大きく変化させず統
一感を持たせている。本のページをめくるような鑑賞
方法を意識した作品構成になっており、例えば 1 頁目
に描いたものに少し変化を加えて最後の頁に置いてい
たり、頁をめくるにしたがって死を象徴するようなモ
チーフを持ってきたりなど、時間的な要素を含んでい
る。同一のイメージが少しずつ形を変えながら移り変
わっていくのは物語の場面展開のようでもある。 
坂東の単体作品を町田市立国際版画美術館にて実見
調査することが出来たが、比較的版画集の作品よりも
大きいサイズで見ごたえのあるものであった。版画集
に収録されている作品は、小さいながらも凝縮された
ものになっており、それが集まると大きい作品と同様
かそれ以上に圧倒されるものに仕上がっていた。 
 
6．まとめ 
調査の結果、坂東壮一の版画集における表現につい
て、次のことが挙げられた。 
（1）版画集の中で同様のモチーフやイメージを展開さ    
せていることで、坂東の持つテーマが深みを見せ
ている。 
（2）最終頁に骸骨モチーフを置き死や終焉を連想さ  
せるなど版画集の特性と合致させる手法をとって 
いる。 
（3）函へのこだわりや本を意識した紙の仕様など、本  
造りへのリスペクトや高い理想を感じさせる。 
 
(1)について、版画集は頁をめくるという鑑賞方法に
より連続して複数のイメージが移り変わっていくこと
が、単体の作品を鑑賞するときとは異なる点であると
考える。その移り変わり方を同様のモチーフやイメー
ジを用いて展開させていることで、坂東の持つテーマ
が深みや広がりを見せていることが表現の特徴として
あげられる。 
(2)について、版画集の特性として、複数枚ある作品
を手でめくって鑑賞していくことで、本を読むかのよ
うに展開され物語性を含む場合がある。終焉へ向かっ
ていくような作品構成は、その特性を十分に活かして
いるように思われる。鑑賞する際の感覚と内容が合致
することで、より世界観に引き込まれていくのではな
いだろうか。 
(3)について、坂東は作品に当時は珍しかった西洋的
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な要素を取り入れていた。版画集という表現形態では、
函に対しても西洋の要素として造本技術や思想を取り
入れることで、効果的に作品を取り巻いているように
思う。版画集の函は額のようなもので、優れた造本は
中の作品をより魅力的に見せる効果があるのではない
かと考える。 
これらの表現が折り重なり、坂東の版画集は小さい
作品ながらも壮大な世界観を見せている。坂東の版画
集を、版画それぞれに焦点を当てるのではなく、大き
なひとつの作品と捉えたとき、まるで彫刻を見るかの
ように様々な角度から作品を鑑賞している感覚を覚え
た。版画集の形態になることで、平面作品でありなが
ら物体として強調される。鑑賞者は必ず作品を取り巻
く要素にも影響され、そして自らの手で作品に触れな
がらその世界に浸っていく。坂東はそれを理解し自身
の作品をより効果的に見せ、壮大な世界観を作り出せ
るような独自の工夫を凝らしているのである。坂東に
とって版画集制作とは、自身が表現したいことを存分
に発揮できる場であり、自身のテーマを深めていく仕
事なのではないだろうか。 
 
7．今後の研究の課題 
 これまでの研究において得た情報を基にして、出て
きた疑問点等を整理し、今後は坂東本人への取材を行
うことで明らかにしていく。版画集に深く関わってい
ると思われる物語性などについて深く掘り下げていき
たい。また、坂東の版画集と他作家の版画集との比較
を行う。調査方法としては、画廊などで実見調査を行
った後、可能な限り版画集を積極的に制作している作
家に直接取材を試みる。更に自身も実際に版画集を実
験的に制作し、制作者の視点から坂東版画集の表現に
ついて考察を行い、新たな知見として記していきたい。 
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注 
注１ 柿沼裕朋（1970-）東京都生まれ。1993 年からディレク  
ターとしてテレビの美術番組を制作。 
注２ 蔵書票集：蔵書票とは、本の見返し部分に貼って、その  
本の持ち主を明らかにするための小紙片。それを複数 
集めたもの。著名な芸術家の手によるものもあり、美術   
品として収集の対象にもなっている。 
注３ ハンス・ラインベルガー(Hans Rheinberger、生年不明)  
ドイツ初期のアーティスト。 
注４ シャルル・メリヨン（Charles Meryon,1821-1868）フラ    
ンスの版画家。19 世紀フランスを代表する銅版画作家   
の一人。パリの風景を描いた作品が知られる。 
注５ ルドルフ・ブレスダン（Rodolphe Bresdin,1822-1885） 
オディロン・ルドンの師匠銅版・石版などの版画を専門   
とした芸術家。 
注６ 柿沼裕朋『版と画の間:駒井哲郎・加藤清美・坂東壮一・ 
日和崎尊夫・柄澤齊・菊池伶司』平凡社、145 頁、2014 
注７ 柿沼裕朋『版と画の間:駒井哲郎・加藤清美・坂東壮一・ 
日和崎尊夫・柄澤齊・菊池伶司』平凡社、146 頁、2014 
注８ 小野忠重（1909-1990）日本の版画家。版画史や古地図、 
浮世絵の研究者。版画手引書や美術解説書など多くの
著書がある。 
注９ 『版画藝術 94』阿部出版、104 頁、1996 
注 10 詩画集：詩の中に画が入っている本。本稿ではオリジ  
ナル版画が挿入されているものをさす。 
注 11 『季刊銀花№68 冬の号』文化出版局、61 頁、1986 
注 12 大久保製函所：東京都豊島区にある製函所。 
注 13 中井英夫（1922-1993）日本の短歌編集者、小説家、詩  
人。三大奇書とされる代表作の『虚無への供物』の作者  
として著名。 
注 14 柿沼裕朋『版と画の間:駒井哲郎・加藤清美・坂東壮一・ 
日和崎尊夫・柄澤齊・菊池伶司』平凡社、38 頁、2014 
注 15 『版画藝術 94』阿部出版、102 頁、1996 
注 16 柿沼裕朋『版と画の間:駒井哲郎・加藤清美・坂東壮一・ 
日和崎尊夫・柄澤齊・菊池伶司』平凡社、142 頁、2014 
注 17 書肆啓祐堂 杉本氏のインタビューより 
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